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１ センター試験「物理基礎」
（１）　総括

大問数・解答マーク数・出題形式など昨年度と変化なし
平均点（本試）：34.37点（68.74％）
　昨年度のセンター試験と同様，教科書にある基本問題
に類似した問題が主流となっている。文字計算と数値計
算で解答する問題の数は昨年度並みで，知識や基本公式
中心の問題で構成されている。小問集合は５問出題さ
れ，その構成は力学２問・波１問・電気１問・エネルギ
ーとその利用（発電のしくみ）１問であった。第２問と
第３問はA，Bの２テーマで出題され，問いの連動はな
く，どちらかといえば小問集合の組合せの形式といって
もよい。今年度の平均点は34.37点であり，得点率は約69％
であった。難易度としては昨年度の平均点より約３点上
がっており，やや易化した。それでも，センター試験と
しては適当な難易度であった。基礎的な学力を問い，文
系生が主となる「物理基礎」の試験としては，次年度以
降も平均点が 30 ～ 35 点（60 ～ 70 ％）に落ち着く難易
度で問題は作成されるだろう。本年度は熱分野と原子分
野についての内容が出題されなかった。しかし，熱分野
に関しては次年度に出題される可能性が高いと予想できる。

（２）　設問別分析
第１問　小問集合（配点20点）
エネルギーを中心に幅広く出題。思考力を必要とする問
題もあり，物理法則の正確な理解が必要
問�１：力の合成の問題。力のベクトルの作図と成分表示
（啓林館『物理基礎 改訂版』p.43，同『考える物理
基礎』p.34）が理解できていれば容易に正解が得られ
る。
問�２：エネルギーとその利用からの出題で，火力発電と
風力発電のエネルギー変換についての知識（啓林館
『物理基礎 改訂版』p.208，同『考える物理基礎』
p.158）を問う語句の組合せ問題。
問�３：水圧の問題。この内容は苦手な受験生が多い。「液
面の圧力は上部の空気の圧力に等しい」および，「液

体の圧力は液面からの深さに比例する」という２つの
ことを正確に理解しておく必要があり，思考力を要す
る（出題例１）。

　正解は①であるが，誤答としては②が多い。圧力が単
位面積の受ける力であることの理解が不足していたの
か，問題文中に与えられている面積 Sの文字を使わな
ければならないと思ったのだろう。
問�４：自由端反射した反射波と入射波との合成波のグラ
フ選択問題。意外に差がついた問題である（啓林館
『考える物理基礎／マイノート』p.31に，グラフ作図
の練習が入っている。）。
問�５：電磁誘導（渦電流）によるエネルギー考察の３個
の語句の組合せ問題。教科書では電磁誘導は現象とし
て扱われているが，銅パイプが導体でガラスパイプが
不導体であることおよび，電流が流れるとジュール熱
が発生するのでエネルギーを失うことの理解があれば
正解は得られる。ヒントが文章中にあるので文章をよ
く読み，エネルギーの変換を考えればできるようにな
っている。受験生にとっては，中学で学習したことを
覚えておけば正解が得られる（出題例２）。

出題例１
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第２問　様々な物理現象とエネルギーの利用（配点15
点）教科書にある典型問題で取り組みやすい
A　波の性質（縦波）：波動の基本的な理解を問う問題。
問�１：波の変位と位置のグラフから波長を読み取り，波
の伝わる速さの式を用いて，振動数を求める数値計算
問題。
問�２：横波表示された波形のグラフから，縦波の疎・密
な位置を判断する典型問題。
B　電気：変圧器と送電の問題。
問�３：変圧器の電圧比はコイルの巻数比である基本公式
を確認する数値計算問題。変圧器についての基本公式
で，典型問題なので全体的に正答率は高い。
問�４：送電線での電力損失を抑えるために，高電圧で送
電することを題材とした式と語句の組合せ問題。電力
の公式は３つの式で表すが，電流が一定のときと電圧
が一定のときにどの式を用いるかを理解しておく必要
があり，思考力を要する。そのため，組合せ３個のす
べてで正解を得るのは難しかったと思われる（出題例
３）。

　正解は⑧であるが，誤答としては⑤が多い。発電され
た電圧 Vで送電線に電流を流すとき，送電線にかかる
電圧は変化し， Vではなく R Iである。発電機と送電線
に流れる電流が等しいことから，電力を表す式を，
P = I 2 Rとして用いるという思考まで至らなかったの
であろう。また，発電所から各家庭に電気を送るとき，
送電線での電力損失を少なくするために発電所では高電
圧の電圧で送電されていることを常識として押さえてお
く必要がある（啓林館『物理基礎 改訂版』p.196，同『考
える物理基礎』p.151）。

第３問　物体の運動とエネルギー（配点15点）
　力学分野のうち受験生にとっては定番の問題である
が，上位層と下位層との得点差が大きくなっている。
A　力学的エネルギー保存の法則

問�１：弾性エネルギーが運動エネルギーとなることから
速さを求める定番の文字計算問題。誤答の要因は弾性
エネルギーを正確に覚えていないからだと思われる。
問�２：運動エネルギーが位置エネルギーとなることから
高さを求める文字計算問題。力学的エネルギー保存の
法則を用いる基本問題である。

B　落体の運動（鉛直投げ上げ運動）

問�３：小球が最高点に達するまでの時間を求める文字計
算問題。最高点では速度が０であることと，等加速度
直線運動の公式を重力加速度の正・負に注意しながら
用いる典型問題である。
問�４：高さと時刻の関係の正しいグラフを選択する問
題。単に等加速度直線運動の公式を形で覚えるだけで
なく，その位置を表す式が時刻に関する２次関数とな
ることをグラフでイメージして理解しておくことが必
要である。

（３）　学習対策
　センター試験「物理基礎」の問題では，基本的には全
問題が小問集合的に出題されている。大学入試センター
の出題意図としては，日常生活に関連するエネルギーを
題材として幅広く知識を問う形をとっている。１つの分
野を深く学習するというより，生活の中の身近な物理現
象を幅広く理解できる力を要求しているように思える。
受験層が文系生主体となることを考慮すると，次年度か
らもセンター試験「物理基礎」の平均点は 60 ～ 70 ％と
なると予想される。対策としては，やはり教科書の基本
事項および法則・公式を幅広く正確に理解させておけば
よいだろう。その際，単に公式を丸暗記させるのではな

出題例２

出題例３
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く，その式の意味を考え，変化する物理量と変化しない
物理量をしっかり見抜く練習をしておくことも必要であ
る。さらに，日常生活におけるエネルギーに関心を持ち，
そのエネルギーを教科書で確認する習慣を身につけてお
くとよいだろう。また，問題演習としては教科書の「例
題」，「問」，「章末問題」と教科書傍用問題集の演習で十
分だが，センター試験では同じ内容が繰り返し出題され
ることがあるので，過去のセンター試験「物理Ⅰ」の「物
理基礎」範囲の問題を演習しておくとよいだろう。また，
教科書の「参考」，「実験」，「やってみよう」，「探究活動」，
「Q&A」などにも目を通しておきたい。次年度に出題
される可能性が高い分野としては，今年度出題されなか
った熱分野と原子分野，および波動分野の気柱の共鳴な
どが予想される。しっかり対策をとっておきたい。

２ センター試験「物理」
（１）　総括

大問数・解答マーク数・出題形式など昨年度と変化なし 
平均点（本試）：61.70点
　マーク数は昨年度と同じ 21。大問数や出題分野の配
列，選択問題の配置も昨年度と同じ形式をとっている。
大問の構成は，第１問［必答問題］小問集合，第２問［必
答問題］電磁気（A，Bの２テーマ），第３問［必答問題］
波動（A，Bの２テーマ），第４問［必答問題］力学（A，
Bの２テーマ），第５問［選択問題］熱，第６問［選択
問題］原子の形をとっている。昨年度から変わった点と
しては，組合せ解答の問題が増加し，解答の選択肢の数
も増加したことだろう。マーク数は変わらなかったが，
組合せ問題が増加したことにより実質的に問題量は増加
した。そして，選択肢の数も昨年度の平均 6.5 から 7.0
に増加したため，より実力が反映される形になった。な
お，大問別の得点率（=平均点÷配点）および各正答率
は河合塾の追跡調査によるものである。

（２）　設問別分析
第１問　小問集合（配点20点）
「物理基礎」と「物理」の教科書から幅広く基本法則を
用いる問題が中心
問�１：放物運動の問題。斜方投射の投げ上げる角度を変
えたとき，地面に落下するまでの時間変化を選ぶ文章
選択問題。初速度の鉛直成分の違いを考慮し，等加速
度直線運動の公式を用いることに気づくことがポイン
トである。実力による得点差が大きくなっている。

問�２：誘電分極と静電誘導に関する語句選択問題。誘電
分極による電気力の向きに注意することが大切である。

問�３：正弦波の式の問題。旧過程の教科書では発展項目
だった内容（啓林館『センサー 総合物理』p.184）。
正答率は 50 ％弱である（出題例４）。

　正解は④だが，周期または角振動数を正確に扱えてい
ないと思われる誤答⑧が目立つ。
問�４：運動量保存の法則と相対速度の問題。静止してい
た物体 Aから物体 Bを打ち出した直後において，物
体 Bの速さから物体 Aに対する物体 Bの相対速度の
大きさを求める問題。相対速度の大きさを求めるとき
に，速度の向きを考慮していないと思われる誤答が多
い。
問�５：熱量の保存（「物理基礎」の範囲）の問題。水に
温度が高い金属球を入れ平衡温度を求める問題と，こ
の変化の名称を選択する組合せ問題。

第２問　電磁気（配点25点）
A　コンデンサー：電気量保存の法則とコンデンサーに
誘電体を挿入したときの電界と静電エネルギーに関する
問題。
問�１：電気量の関係を表す式と蓄えられる電気量を求め
る組合せ問題であり，電気量の関係は電気量保存の法
則の式を立て，電気量は電気容量の合成をすればよ
い。当然回路の問題であるからキルヒホッフの法則で
立式してもよい。
問�２：コンデンサーに誘電体を挿入したあとの極板間の
電界の大きさと蓄えられた静電エネルギーを求める組

出題例４
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合せ問題。電界の大きさを求めるのに比誘電率を用い
た誤答が目立つ。
B　電界・磁界中の荷電粒子の運動：荷電粒子が一様な
電界・磁界から受ける力と運動の問題。
問�３：荷電粒子の運動から電界の向きを求める問題で高
３生と高卒生との得点差が大きい。また，荷電粒子の
運動から磁界の向きを求める問題はローレンツ力を受
ける等速円運動となる典型問題である。
問�４：磁界中の荷電粒子の軌跡と運動時間を求める組合
せ問題。軌跡を図示して半径や運動時間を求める応用
的な問題となっており，思考力を要するため正答率は
一番低い（出題例５）。

　正解は④であるが⑤を選んだ誤答が目立つ。ここでは
軌跡が正しく答えられている⑤と⑥には部分点として２
点が与えられた。

第３問　波動（配点20点）
A　音波の干渉とドップラー効果

問�１：２つのスピーカーの間で音が最も強め合う点の間
隔を求める典型問題。２つのスピーカーの間には定常
波ができるので，最も強め合う点の間隔は，隣り合う

腹と腹または節と節の間隔と等しく半波長になること
を理解しておく必要がある。
問�２：観測者が動いたときに受ける振動数と単位時間当
たりのうなりの回数を求める組合せ問題。ドップラー
効果の公式により振動数を求め，うなりの定義にした
がって計算するだけの基本問題であるが，意外にも得
点率の上位層と下位層との得点差が大きい。
B　薄膜による光の干渉：図では典型問題に見えるが２
つの光が膜内を通過する時間差を用いて干渉条件を求め
るパターンはめずらしい。
問�３：薄膜内の光の通過時間と干渉条件を求める組合せ
問題。目新しく思った受験生が多かったのか正答率は
思ったほど高くはない（出題例６）。

問�４：薄膜が光の波長より十分に薄いときの反射光の干
渉の様子と，その状態から薄膜を徐々に厚くしたとき

出題例５

出題例６
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の反射光の干渉の様子，さらに厚くしたときに反射光
が弱め合う状況において薄膜が最少となる光の色を選
択する組合せ問題。反射の際の位相のずれを見落とさ
ないように注意を払わなければならない。

第４問　力学（配点20点）
A　鉛直面内での円運動

問�１：力学的エネルギー保存の法則を用いて小物体の速
さを求める基本問題。
問�２：鉛直面内での円運動において最高点 Aを通過す
るための最小の速さを求める問題。点 Aにおいて垂
直抗力が０となることに気づけるかがポイント。上位
層と下位層との得点差が大きく差が出る問題。
B　重ねられた２物体とばねとの衝突

問�３：台と小物体が一体となってばねと衝突し，台の速
度が０となったときのばねの縮みを求める問題。力学
的エネルギー保存の法則を用いる基本問題で正答率も
高い。
問�４：台と小物体が一体となって運動しているときの台
の加速度の大きさと，最大摩擦力と慣性力のつり合い
からばねの縮みを求める組合せ問題。加速度の大きさ
が正しく答えられていれば部分点とした２点が与えら
れた。加速度運動している台を基準として考え，慣性
力を加えた力のつり合いを考えることが出来たかどう
かがポイントである。上位層と下位層との得点差が大
きく，思考力が必要である。

第５問（選択問題）　熱（配点15点）
　気体の混合に関する問題で，取り組みやすく得点率も
全体の中で一番高い。受験生の約 85 ％がこの熱分野を
選択している。
問�１：二つの容器 Aと Bの圧力の比を求める問題で，
気体の状態方程式を用いれば正解は容易に得られる。
問�２：二つの容器の気体を混合し，混合後の気体の圧力
を求める問題。熱をよく通す容器であることに注意が
必要であり，常に気体の温度が大気の温度に等しいこ
とを用いて状態方程式を立てることがポイント。
問�３：混合による気体の内部エネルギーの変化を求める
基本問題。ここでも，気体の温度が変化しないため，
気体の内部エネルギーも変化しないことに気づくこと
がポイントである。

第６問（選択問題）　原子（配点15点）
　光電効果に関する典型問題。教科書に記載された内容

を押さえておけば十分対応できる。原子の選択者は約15％
程度である。熱を選択した受験生が圧倒的に多かったよ
うである。
問�１：光電効果と光子についての知識を問う組合せ問
題。基本問題であり，よくできていた。正答率も高い。

問�２：阻止電圧から光電子の速さの最大値を求める典型
問題を教科書で学習しておけば十分対応できる（啓林
館『物理』p.361，p.3762）（出題例７）。

問�３：光電流と電位のグラフの変化から，光の振動数と
単位時間あたりの光子の数の変化を選ぶ組合せ問題。
光の振動数を一定にして光の強さ（単位時間あたりの
光子の数）を変化させたときの光電流と電位のグラフ
の変化を問う教科書に記載されている典型問題に対し
て，本問では逆の順に問う形になっているため，やや
思考力が必要な問題である。高３生の方が高卒生より
正答率が高い。

（３）　学習対策
　理系生にとっては，高校物理のすべてを含む「物理」
は，国公立大二次・私立大入試向けの学習がセンター試
験対策とも言える。ただし，センター試験では応用性の
高い難問は出題されない。単純な設定であるが，物理現
象を分析・把握する能力や，基本的な物理法則の理解の
深さを問う問題が多く出題される。今後も，分野に関係
なく教科書全体からまんべんなく出題する方針も維持さ
れ，基本重視の類型的な問題になると予想される。この
傾向に対処するには，基本法則の確認を中心とした学習

出題例７



7

が必要である。この「学習」とは，授業や問題演習で扱
われている現象と基本法則がどのようにかかわっている
のかを常に考えながら進めることである。公式や法則を
正確に覚えることはもちろん大切であるが，受験生の中
には「公式を覚えておけば十分」とか「解けるようにな
ったからそれでおしまい」とか考える生徒も多くいる。
その点も指導の際には十分注意したいところである。主
な対策としては，教科書をよく読むことで公式や法則を
説明する典型的な現象や事例を整理させておくことであ
る。教科書に記載されている「参考」，「やってみよう」，
「発展」なども見ておく必要がある。一方，いろいろな
分野の問題を 60 分で処理するためには，問題の状況に
応じてすばやく頭を切り替える必要があり，そのために
問題演習の重要性は言うまでもない。少なくとも教科書
の問，例題，章末問題は全部解いておくことが必要であ
る。さらにできるだけ最新の実戦形式の問題集を一冊は
仕上げておきたい。問題演習においては，易しい問題か
らやや難しい問題まで，幅広いレベルの問題を解くこと
が大切である。「基本」＝「易しい問題」と勘違いして
いる受験生が多いが，それは間違っている。やや難しい
問題も解くことによって，基本法則の理解を深めたり，
基本の大切さに気づかされたりする場合が多い。センタ
ー試験本番では問題文・与えられた図・解答群をよく見
読してから解答を選択することが重要であるため，日頃
の学習においてそのことを意識させておくことである。
直前期にはセンター試験特有の形式に慣れる必要がある
ため，センターの過去問やマーク模試の問題による演習
が不可欠である。原子分野は，今年度と昨年度は選択問
題の一方として出題されただけだが，次年度以降は必答
問題である小問集合の中の１設問としても問われる可能
性もある。この場合は，知識を問う程度の内容になる可
能性が高く，受験生には確実に得点させたい。センター
試験までに，原子分野を含む高校物理すべての学習が終
了するような授業計画を立てていくことが大切だ。

３ 一般入試（二次・私大）
（１）　全体の分析
　新課程入試初年度であった昨年度の入試では，「旧課
程履修者」のための措置が行われ，出題分野に制限が加
えられたり，選択形式による出題が見られた。新課程入
試２年目となる今年度の入試には注目していたが，昨年
度と比べて各分野の出題割合にはほとんど変化が見られ
なかった。その理由として，昨年度同様に旧課程履修者

に対する配慮や高校での履修進度を考慮したためと考え
られる。新課程の分野として出題が増えると考えられて
いた「正弦波の式」・「凸面鏡と凹面鏡」・「交流回路のイ
ンピーダンス」・「原子」においては，「正弦波の式」の
出題は増えたが，その他の増加は見られなかった。特に
「凸面鏡と凹面鏡」の問題はほとんど見られない。新課
程入試特有の分野が本格的に出題されるのは次年度以降
になると思われる。難関大学の難易度としては，東京大
は昨年度と同程度であったが，京都大は難化，大阪大は
やや難化している。名古屋大も昨年度同様，難化が続い
ている。岡山大は昨年度までより大きく難化した。東北
大と九州大は昨年度と同程度で，広島大はやや易化した。
公立大では，横浜市立大と大阪市立大は難化した。私立
大学については，早稲田大の基幹学部をはじめ一部の大
学は難化しているが，全体的には大きな変化はみられな
い。ただ，原子分野の出題は昨年度より増加している。
今年度の特徴的な入試問題を見てみよう。

（２）　特徴的な入試問題（分野別分析）
［力学分野］
　昨年度，東京大で出題された「物体の重心の運動」が
今年度は増加すると予想していたが，目立つことはなかっ
た。放物運動，固定面との衝突，単振動，物体系の運動
などが出題テーマとして人気があった。出題例８の九州
大の問題は単振動と反射壁との衝突の融合問題で，設定
の読み取りに時間がかかり，難問であった。

　また，幅広いテーマを融合した力学総合の問題が主と
なっている。

出題例８
九州大学
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［熱分野］
　気体の状態変化に関する出題が目立ち，熱機関と熱効
率のテーマが主であった。教科書では「参考」として記
載されている断熱変化における圧力と体積との関係
（ P V γ＝一定）を問題文中に与えずに出題した大学
（筑波大，金沢大－出題例９等）や二原子分子の内部エ
ネルギー（啓林館『物理』p.108）についての知識も必
要とする問題（福岡大等）が出題された。今後もこの形
での出題があると思われるので，注意しておく必要があ
る。

［波動分野］
　新課程教科書で本文記載になった正弦波の式を出題す
る大学が国公立大・私立大問わず多くみられた（出題例
10）。
　ドップラー効果，光の干渉・回折をテーマとした出題
頻度は例年と変わらない。特に，マイケルソンの干渉が
目立った。

　凸面鏡・凹面鏡の出題は今年度はみられなかったが，
公式と作図の練習はしておく必要がある（啓林館
『Toitemi 入試必修問題集 高校物理』p.95）。

［電磁気分野］
　頻出テーマとしては，電界・磁界中での荷電粒子の運
動や電気振動が多くみられた。多重極板コンデンサーが
早稲田大で出題されており，難易度は高い。新課程入試
で注目された交流のインピーダンスについては，東京大
（出題例11）や中京大で出題された。インピーダンス
を直接求める問題はなかったが，知識があれば解法が楽
になるような出題であった。

出題例９
金沢大学

出題例10

神戸大学
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　また，例年通り電磁誘導の出題も多く，コイルやコン
デンサーの回路と組合せた問題は人気が高い。

［原子分野］
　全体として，予想よりも原子分野の出題は多くみられ
なかった。私立大では小問集合での出題も目立ち，「物
理基礎」を含めた知識問題や典型問題が中心の内容であ
った。各大学の出題テーマとして，光電効果は札幌医科
大，立命館大，同志社大，九州工業大，佐賀大等でみら
れ，コンプトン効果は見当たらない。物質波は東京理科
大，立教大，立命館大等私立大学でみられた。ブラッグ
反射は東京理科大でみられた。ボーアの原子模型は，関
西大，立命館大，東京理科大，大阪府立大（出題例12）
等でみられた。

　原子核は立教大，法政大，浜松医科大，熊本大等でみ
られた。大分大（医）は原子核の構造と年代測定の問題
で，放射能の単位（ベクレル）を用いる。素粒子につい
ての出題は見当たらなかった。出題されたとしても，教
科書にある知識を身につけておけば対処できるであろ
う。特殊な問題として，東京慈恵医科大の中性子波の干
渉問題（出題例13）を紹介しておく。

出題例11

東京大学

出題例12
大阪府立大学
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（３）　学習対策
　今年度の国公立大二次・私立大入試においては，旧課
程生に対する配慮を引き続き行った大学もあったため，
昨年度と大きな変化はなかった。しかし，次年度からの
入試では本格的に新課程入試が始まると思っておくべき
である。今年度は国公立大で原子分野の出題が少なかっ
たが，次年度は出題頻度が高くなると予想される。原子
分野は典型問題の出題が大半を占める可能性が高いの
で，確実に得点できるように，時間をかけて指導してい
く必要がある。さらに，原子分野はもちろん「インピー
ダンス」「正弦波の式」などの出題は当然定着するため，
しっかり対策をとっておく必要がある。「凸面鏡と凹面
鏡」に関しての出題は少ないと思われるが，教科書にあ
る内容を押さえておけば十分であろう。力学分野と電磁
気分野は必ず出題されるため，この２つの分野に関して
は時間をかけて学習していくことが望まれる。これらの
内容の対策も含め，限られた授業時間内でどのように指
導していくかは重要な課題であり，緻密な授業計画を立
てる必要がある。

出題例13
東京慈恵医科大学

本村　智樹（もとむら・ともき）
　授業では高１・２生，高３生，高卒生（医進ク
ラス含む）まで幅広いレベルの講座を担当。教材
作成や，全統マーク模試・物理基礎および全統記
述模試・物理基礎の作成チーフ・メンバーであり，
広大入試オープンと九大入試オープンでも作成メ
ンバー・作題を担当している。
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１ センター試験　化学基礎
（１）　全体の概要
思考力を要する問題が増加し，難化した
　大問２題，マーク数 16 であり，総マーク数は昨年度
より２増加した。第１問が「物質の構成」，第２問が「物
質の変化」を中心とした内容で，配点は各 25 点であった。
　平均点は 26.77 点で，昨年度から 8.53 点低くなり，
難化した。表１の平均点は大学入試センターの発表によ
るもの，大問別の得点率（平均点／配点×100）は河合
塾の追跡調査によるものである。
（注：追跡調査での平均点は 30.7 点であった。したが
って，実際の得点率は表の数値の 90％弱と推定される。）

表１　平均点・大問別得点率

全体平均点 大問別
得点率

第１問 第２問

26.77点 64.8％ 58.0％

　昨年度と比較すると，正誤問題が２問から４問に，計
算問題が３問から４問に増加し，複数の思考過程を要す
る問題，実験に関する知識や考察力を要する問題も含ま
れており，これらにより，平均点が大きく下がった。な
お，正答率が 80 ％以上の設問は４問あり，昨年度の９
問から大きく減少した。一方，正答率が 50 ％を下回る
設問は４問あり，昨年度の１問から大きく増加した。

（２）　設問別分析
第１問　化学結合，計算，実験問題で差が付いた
　同位体，電子式，電子配置，元素の周期律，化学結合，
化学量の計算，気体の発生と検出，混合物の分離が出題
され，正答率が 80 ％以上の設問が３問あった一方，正
答率が 40 ％台の設問が３問あった。
　正答率が最も低かった設問は，問４の化学結合に関す
る正誤問題（出題例１）で，正答率は 41 ％であった。
誤答は①，②，④に分散しており，正答である⑤の配位
結合と共有結合（啓林館『化学基礎 改訂版』p.74）に
ついて理解できていない受験生が多かった。

　問５は，青銅 1.0 kg中に含まれるスズの物質量を求め
る計算問題で，複数の思考過程を要するため，正答率は
42 ％と低かった。誤答は，青銅 4.0 kg中のスズの質量
を求めた②が 23 ％，物質量を求めた④が 19 ％と多かっ
た。問６は，ふたまた試験管の使い方と二酸化炭素の検
出に関する問題（出題例２，啓林館『化学基礎 改訂版』
p.33，233）で，正答率は 45 ％であった。誤答は，ふた
また試験管に炭酸カルシウムと希塩酸を逆に入れた③
が 31 ％と目立った。

出題例１

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 化 学 学 校 法 人　河合塾

化学科講師　西　章嘉
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第２問　計算問題は昨年度より難しくなった
　化学量，化学反応と量的関係，溶液の濃度，中和滴定
と指示薬，塩の水溶液の性質，酸化還元，電池が出題さ
れた。正答率が 80 ％台の設問は１問しかなく，昨年度
の４問に比べてかなり減った。また，正答率が 30 ％未
満の設問が１問あった。
　正答率が最も低かった設問は，問２の有機化合物の元
素分析に関する問題（出題例３）で，正答率は 30 ％弱
であった。「化学」で有機化合物の内容を学習していれ
ば平易な内容であるが，センター試験で「化学基礎」を
選択するほとんどの受験生は，この内容を学習しておら
ず，戸惑ったものと思われる。
　問３は質量パーセント濃度をモル濃度に変換する計算
問題で，正答率は 60 ％であったが，上位層と下位層の
正答率の差が 55 ％あり，差がついた。問４は中和滴定
の指示薬を選択する問題（出題例４）で，正答率は
55 ％であった。この設問では，酸の滴下量と pHの関
係をまとめた表から中和点を読み取る必要があり，滴定
曲線が与えられていない点が目新しい。問７は電池の原
理に関する文章の空所補充の問題（啓林館『化学基礎 
改訂版』p.186）で，正答率は 53 ％であったが，上位層
と下位層の正答率の差が 76 ％と全設問の中で最も大き
かった。

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
　「化学基礎」の学習は高２までに終わっていると思わ
れるので，基本事項を確認，理解させた上で，問題演習
を通して定着度を上げていくという学習がよい。知識が
必要な分野のうち，化学結合や結晶の種類，分子の極性
の有無，酸と塩基の定義，塩の水溶液の性質，酸化還元
は，特に，受験生の理解度の低い分野である。また，計
算問題は，教科書の章末問題の演習で十分対応が可能で
あるが，単に公式を覚えるだけでなく，計算式の立て方
や考え方を理解しながら学習するように指導しておきた
い。
　今年度は実験に関する内容も重視された。教科書で扱
われている実験内容は，できるだけ授業で触れておいた
方がよいであろう。また，今年度は出題されなかったが，
日常生活に関わる物質についても注意が必要である。教
科書の「化学と人間生活」や「酸化還元反応の利用」な
どで扱われている，身のまわりの物質や現象について確
認させておきたい。
　なお，今年度の平均点は，ほかの理科基礎科目と比べ
て最も低かった。次年度はやや易しくなることも予想さ
れるが，昨年度ほど易しくなることは想定しにくい。今
年度のレベルに対応できるよう，早期から学習を進める
ように指導しておくとよいであろう。

出題例２

出題例３

出題例４



13

２ センター試験　化学
（１）　全体の概要
やや難化した。また，合成高分子化合物と天然有機化合
物が必答問題として出題された
　大問数は必答問題５題と選択問題１題の６題構成で，
昨年度に比べて，大問数が１増加した。マーク数は 30
または 29 で，昨年度とほぼ同じであった。第１問が「物
質の状態と平衡」，第２問が「物質の変化と平衡」，第３
問が「無機物質」，第４問が「有機化合物」，第５問が「合
成高分子化合物と天然有機化合物」，第６問が「合成高
分子化合物」，第７問が「天然高分子化合物」で，配点
は第１問～第３問が各 23 点，第４問が 19 点，第５問～
第７問が各６点，分野別のウェイトは，理論：50 ％，
無機：20 ％，有機：30 ％程度であった。また，昨年度
と同様，「化学基礎」からも出題され，全体の約 10 ％を
占めた。なお，昨年度はすべて選択問題であった合成高
分子化合物・天然有機化合物が，一部，必答問題（第５
問）として出題された。
　平均点は 54.48 点で，昨年度から 8.02 点（得点調整
前の中間集計からでは 4.72 点）低くなり，やや難化し
た。表２の平均点は大学入試センターの発表によるも
の，大問別の得点率（平均点／配点×100）は河合塾の
追跡調査によるものである。
（注：追跡調査での平均点は 66.3 点であった。したがっ
て，実際の得点率は表の数値の 90％程度と推定される。）

表２　平均点・大問別得点率

全体平均点 大問別得点率

54.48点

第１問 第２問 第３問 第４問

73.9％ 55.7％ 59.6％ 51.1％

第５問 第６問 第７問

66.7％ 56.7％ 51.7％

　昨年度と比較すると，正誤問題は 11 問から 10 問とほ
ぼ同じであるが，計算問題が９問から 11 問に増加した。
また，難度の高い計算や異性体の問題も含まれ，さらに，
選択肢の数が６以上の設問が全体の約 20 ％と増加して
おり，やや難化した。なお，正答率が 80 ％以上の設問
は５問あり，昨年度の６問とあまり変わらないが，正答
率が 50 ％を下回る設問が，第６問選択者で７問，第７
問選択者で８問あり，昨年度の４問から大きく増加した。

（２）　設問別分析
第１問　取り組みやすい問題が多かった
　イオンの電子配置，結晶の構造，水上置換による気体
の捕集量，冷却曲線，密度と原子量，浸透圧が出題され
た。６問中４問が正答率 75 ％を超えており，取り組み
やすい問題が多かった。
　最も正答率の低かった設問は，水上置換で捕集された
気体の物質量を求める問３（出題例５）で，正答率は
51 ％であった。また，上位層と下位層の差が 53 ％と大
きかった。メスシリンダー内の気体に水蒸気が含まれて
いることを考慮していない③の誤答が，28 ％と多かった。

第２問　差のつく問題が多く出題された
　反応熱の計算，物質の変化とエネルギー，電離平衡，
化学平衡，酸化還元反応の量的関係が出題された。６問
中，正答率が 70 ％以上の設問が２問，正答率が 50 ％を
下回った設問が２問あった。
　酢酸と塩酸の混合溶液の電離平衡に関する問４（出題
例６）の正答率は 35 ％と低かった。公式代入では解答
できず，応用力が必要であり，上位層の正答率も 46 ％
にとどまった。
　問６の酸化還元反応の量的関係に関する計算問題で
は，還元剤が具体的な物質として与えられていないため
か，正答率は 50 ％にとどまった。なお，過マンガン酸
カリウムと二クロム酸カリウムの物質量の比を逆にした
誤答である⑥が 10 ％と目立った。

第３問　無機物質の基本的な知識が中心
　水素の製法と性質，金属単体と合金，ナトリウムの単
体と化合物，周期表と物質の性質，金属イオンの分離，

出題例５

出題例６
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鉄ミョウバンの純度の計算が出題された。８問中，正答
率が 70 ％以上の設問が３問，正答率が 50 ％を下回った
設問が２問あった。
　問１～問４は無機物質の知識についての基本的な問題
であり，正答率はすべて 60 ％を超えた。問５は金属イ
オンの分離に関する問題（出題例７，啓林館『化学』
p.242～244）で，分離操作や沈殿物の性質などを正確に
理解しておく必要があり，正答率は 49 ％にとどまった。
また，上位層と下位層の差が 51 ％と大きかった。なお，
４種類以上の金属イオンの分離は，旧課程でみられた歯
止め規定がなくなったため，新課程のセンター試験でも
出題が可能となっている。問６は鉄ミョウバンの純度を
求める計算問題（出題例８）で，正答率は 22 ％と全設
問の中で最も低かった。誤答は②が最も多く，30 ％に
達した。これは，固体 5.40 g中の鉄ミョウバンの物質量
までは正しく求められたが，鉄ミョウバンの式量を求め
る過程で水和水の式量を足し忘れたことが原因である。

第４問　思考力を要する問題が多い
　炭化水素の構造，フェノールとその塩の反応，不飽和
脂肪酸の炭化水素基の決定，不飽和化合物の幾何異性体
の数，アセチレンの製法と反応・量的関係が出題され
た。５問中３問の正答率が 50 ％を下回り，また，現役
生と高卒生の差が 15 ％を超えた設問が２問あった。
　問３は，付加した水素の量から油脂を構成する脂肪酸
の炭化水素基の化学式を決定する問題で，正答率は
42 ％と低かった。問４では，３つの炭素原子間二重結
合をもつ化合物の幾何異性体の数が問われ（出題例９），
難度が高い問題のため，正答率は 35 ％と，全設問の中
で２番目に低かった。問５は，アセチレンの製法と付加
反応に関する問題（出題例10）で，正答率は 49 ％であ
った。誤答は② 21 ％，③ 16 ％が目立った。特に，③の
誤答は，発生したアセチレンの物質量が臭素の物質量よ
り多いことを見落としたためであろう。

出題例７

出題例８

出題例９
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第５問　合成高分子化合物，天然有機化合物の両方が必
答問題に
　問１が合成高分子化合物，問２が糖類からの出題。
　問１は，生分解性高分子，陰イオン交換樹脂，生ゴム
の加硫，PET，高吸水性高分子に関する正誤問題（出題
例11）で，正答率は 57 ％であった。誤答としては，②
が 13 %，④が 15 ％と目立った。PETはプラスチック
としての利用に目が向いているため，合成繊維としての
利用を誤りとしたのであろう。問２は，単糖類と二糖類
に関する正誤問題で，正答率は 76 ％と高かった。

第６問　昨年度に続き，計算問題も出題された
　問１は，NBRの単量体の比を求める問題（出題例12）
で，正答率は 57 ％であった。高分子の計算は苦手とす
る受験生が多く，上位層と下位層の正答率の差が 50 ％
と大きかった。問２は，ポリメタクリル酸メチルおよび
ナイロン６の単量体の構造式を選択する問題で，それぞ
れの正答率は 53 ％，67 ％であった。ポリメタクリル酸
メチルの単量体であるメタクリル酸メチルの選択では，
誤答が③（メタクリル酸），⑤（アクリル酸メチル），⑥
（酢酸ビニル）に分散していた。

第７問　昨年度に続き，計算問題も出題された
　問１は，トリペプチド中の窒素の質量パーセントを求
める計算問題で，正答率は 44 ％と低かった。また，上
位層と下位層の差が 54 ％と大きかった。最も多かった
誤答は③で，23 ％に達した。これは，トリペプチドが
形成されるときに２分子の水がとれることを忘れたため
であろう。問２は，シトシンと塩基対を形成する塩基の
構造を選択する問題（出題例13，啓林館『化学』p.413）
で，正答率は 57 ％と意外に高かった。

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
理論分野の早期対策が必要
　理論分野の範囲はかなり広い。理論分野では，現象を
理解し，さらに，計算問題にも対応できる能力が要求さ
れるため，直前期の詰め込み学習では高得点を望めな
い。早い時期から，教科書などで基礎事項を確認，理解
した上で，教科書傍用問題集などで問題演習し，解答に
至る手順や公式の運用の仕方を身につけさせる必要があ
る。

出題例10

出題例11

出題例12

出題例13
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無機・有機分野の知識定着が高得点をとるポイント
　例年，無機分野と有機分野では，現役生と高卒生の得
点率の差が出やすい。知識分野での失点は，高得点を目
指す受験生にとっては避けたいものである。物質の性質
や反応を系統的に整理し，問題演習を通じて知識の定着
をはかりたい。
　また，実験に関する問題は頻出であり，教科書に記載
されている実験装置・探究活動は必ず確認させておきた
い。

直前期にはセンター形式の問題に慣れさせる
　センター試験で高得点をとるには，センター試験の形
式の問題に慣れることも必要である。特に，正誤問題，
グラフの絡む問題は二次・私大対策だけではカバーでき
ないので，十分に演習させたい。
　なお，今年度の電離平衡や幾何異性体の問題に見られ
るように，センター試験の過去問演習だけでは対応でき
ない内容も出題されている。したがって，高得点を目指
す受験生には，二次・私大入試対策と一体した学習を進
めさせたい。

３ 一般入試（二次・私大）
（１）　全体の傾向
　2016 年度二次・私大入試の難易度は，多くの大学で
昨年並みであったが，東京大，京都大，北海道大，九州
大など一部の難関大ではやや難化した。これは昨年度や
や易しかった反動であろう。一方，東京医科歯科大，名
古屋大，金沢大，大阪府立大などはやや易しくなった。
　国公立大では，論述問題が多く，計算過程を記す問題
も出題される。私立大では，一部の難関大を除き，小問
集合形式の出題が多い。いずれの入試においても，基本
事項の理解度を試す出題が中心となっている。
　出題分野は，電池，無機物質，核酸，合成高分子化合
物，ゴムが増えた。昨年度は旧課程履修者に対する配慮
により，核酸，合成高分子化合物，ゴムの出題を避けた
大学が多かったが，今年度はそのような配慮がなくなっ
たためであろう。一方で，気体，電気分解は減った。

（２）　分野別分析
［理論分野］
　酸と塩基では，例年通り，シュウ酸や食酢を題材とし
た中和滴定，逆滴定（滋賀県立大，和歌山県立医科大），
二段滴定（広島大，星薬科大，明治薬科大，近畿大）が

出題されている。
　酸化還元では，過マンガン酸カリウムを用いた滴定以
外に，ヨウ素滴定（筑波大，長崎大，東京理科大，立命
館大）が目立ち，COD（昭和大・医，啓林館『化学基礎 
改訂版』p.184），有効塩素濃度の測定（明治大），溶存
酸素量の測定（関西大－出題例14，中央大）も出題さ
れた。

　結晶は，無機分野の問題の中の小問として扱われるこ
とも多く，基本的な問題が中心である。面心立方格子，
体心立方格子，塩化ナトリウム型が多い。このほかに，
ダイヤモンド型の結晶（東京大，群馬大，東京医科歯科
大，滋賀医科大，岐阜薬科大，青山学院大，明治大，同
志社大，関西大，関西学院大など）も多く出題されてい
る。また，六方最密構造（北海道大，東京工業大），塩
化セシウム型（名古屋大，新潟大，早稲田大・理工），
黒鉛（大阪市立大）なども出題されている。新潟大のイ
オン結晶の限界半径比の問題（出題例15，啓林館『化学』
p.34，35）は，結晶の図が与えられておらず，内容を理
解できていないと難しい。また，大阪大の面心立方格子

出題例14
関西大
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の積層数を考える問題（出題例16）は難度が高い。

　気体では，単純に気体の法則だけを扱う問題は私立大
の小問形式の問題でみられる程度であり，混合気体，蒸
気圧，平衡の絡んだ問題が多い。特に，蒸気圧（北海道
大，群馬大，新潟大，山梨大，奈良女子大，北里大・医，
同志社大）は苦手とする受験生が多い。中でも，水＋ヘ
キサン＋窒素の混合気体の問題（東京大）はやや難しい。
実在気体は，三重大，熊本大，奈良県立医科大・後期，
福岡大などで出題され，難関大志望者は，教科書の「発
展」で扱われるファンデルワールスの状態方程式（岡山
大，東京薬科大，法政大，啓林館『化学』p.30）にも注
意しておきたい。
　溶解度は，小問形式の出題が多い。気体の溶解度では，
密閉容器中の液相と気相の関係を考える応用的な問題
（宮崎大，旭川医科大，慶應義塾大・薬，東京理科大・
理）もあり，炭酸の電離平衡との融合問題（お茶の水女
子大）は難度が高い。
　希薄溶液の性質は，凝固点降下，浸透圧を中心に，基

本～標準的な問題が多いが，水銀柱の高さから浸透圧を
求める問題（金沢大）は苦手とする受験生が多い。また，
浸透圧による高分子の分子量測定（岡山大）は，ファン
トフォッフの法則が成り立たず，問題文の読み取りが必
要であった。
　熱化学は，生成熱，燃焼熱，結合エネルギー，中和熱
に関する標準的なレベルの問題が中心である。ダイヤモ
ンドの結合エネルギー（北海道大，大阪市立大－出題例
17）は，C １molあたり２molの C‒C結合が存在する点
に，多くの受験生はつまずく。

　光とエネルギーは，出題数は少ないものの，化学発光
（東京医科歯科大，東京理科大・理－出題例18，兵庫
医科大），光化学反応（早稲田大・教育）が出題されて
いる。

出題例15
新潟大

出題例16
大阪大

出題例17
大阪市立大
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　電池の出題は増加した。内容的には，ダニエル電池，
鉛蓄電池，燃料電池が多いが，リチウムイオン電池（浜
松医科大，和歌山大，早稲田大・理工－出題例19，法
政大，啓林館『化学基礎 改訂版』p.191「発展」，同『化
学』p.107）やニッケル水素電池（名古屋工業大・後期，
和歌山大，啓林館『化学基礎 改訂版』p.193「発展」，
同『化学』p.109）もみられた。中でも，名古屋工業大・
後期と早稲田大・理工では，自動車の動力源の話題に触
れられていた。
　電気分解の出題はやや減少し，内容的にも，塩化ナト
リウム水溶液の電気分解（イオン交換膜法），直列回路
の電気分解など基本的なものが中心であった。

　反応速度は，反応速度式に関する内容が多い。特に，
過酸化水素の分解反応が目立ち，発生した酸素の水上置
換も絡めた問題（横浜国立大，九州工業大，首都大東京，
静岡県立大，啓林館『化学』p.113）も多かった。近年，
難度の高い問題が増加傾向にあった反応速度であるが，
今年度はやや落ち着いた。とはいえ，発展的な内容とし
て，多段階反応（九州大，東京理科大・基礎工，啓林館
『化学』p.130），アレニウスの式（岡山大，徳島大，東
京理科大・基礎工，福岡大，啓林館『化学』p.125）な
どが出題された。
　化学平衡では，例年通り，A＋B⇄２C（名古屋工業
大・後期，大分大，琉球大，明治大，順天堂大・医，関
西大，福岡大），A⇄２B（富山大，広島大，横浜市立大，
立教大，学習院大，関西学院大），ハーバー・ボッシュ
法（奈良女子大，大阪府立大，明治大）が多く，標準的

な問題が中心である。
　電離平衡は，昨年度よりやや増え，教科書では「発展」
として扱われている緩衝液の計算，加水分解定数も多く
の大学で出題されている。題材としては，酢酸やアンモ
ニアが多く，１－α≒１の近似が使えない問題（山口大）
もみられる。炭酸（お茶の水女子大，慶應義塾大・理工，
慶應義塾大・薬）や炭酸の緩衝液（名古屋市立大・医，
慶應義塾大・医）も少なくない。また，炭酸水素ナトリ
ウム（青山学院大，東北医科薬科大・薬），希薄な塩酸
（北里大・理），指示薬（芝浦工業大）も出題されたが，
いずれも丁寧な誘導が付いていた。ギ酸と酢酸の混合水
溶液（東京工業大－出題例20），サリチル酸の pHによ
る平均荷電数の変化（京都大）はやや難しい。

　溶解度積は，硫化物（東北大，新潟大，札幌医科大，
大阪府立大・中期，立教大，星薬科大），モール法（千
葉大－出題例21，和歌山大，兵庫医科大，啓林館『化学』
p.171）が多い。なお，モール法については，溶解度積
を用いない，定量だけの問題（愛知教育大，高知大）も
出題されている。

出題例18
東京理科大

出題例19
早稲田大・理工

出題例20
東京工業大
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［無機分野］
　無機分野は，例年通り，ハロゲン，硫黄，窒素，炭素，
ケイ素，ナトリウム，カルシウム，アルミニウム，鉄，
銅，銀などの各論を暗記しておれば解答できる問題が大
半を占め，今年度は，特にアルミニウムの出題が目立っ
た。また，国公立大や難関私立大では，結晶や化学平衡
などの理論分野の絡んだ問題もみられる。
　鉄の腐食（横浜市立大，明治薬科大，明治大），錯イ
オンの立体構造（大阪大，青山学院大－出題例22，芝
浦工業大，啓林館『化学』p.239）は類題を学習してい
ないと厳しいであろう。

［有機分野］
　有機化合物の合成経路，簡単な構造決定が中心であっ
たが，例年同様，一部の難関大では難度の高い構造決定
も出題された。
　構造決定は，エステル（京都大，北海道大・後期，東
北大，金沢大，名古屋工業大，慶應義塾大・医，慶應義
塾大・薬，関西大など）が目立った。
　合成経路については，教科書に載っているものが中心
だが，アセトアミノフェン（立命館大，同志社大，啓林
館『化学』p.343 脚注），ベンゾカイン（愛知教育大）な
ど医薬品の合成，ノルアドレナリン（名古屋工業大・後
期－出題例23），ルミノール（兵庫医科大）の合成など
もみられた。

出題例21
千葉大

出題例22
青山学院大

出題例23
名古屋工業大・後期
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　教科書では「発展」として扱われる炭素原子間二重結
合のオゾンや過マンガン酸カリウムなどによる酸化分解
（滋賀医科大，香川大，琉球大，明治大，星薬科大，明
治薬科大，立命館大，関西大，産業医科大，啓林館『化
学』p.288）は例年通り多く出題され，一部の問題（慶
應義塾大・理工，同志社大）では反応の説明がなかった。
また，マルコフニコフ則（北海道大，千葉大，岡山大，
京都府立大，東京理科大・理，啓林館『化学』p.288），
配向性（京都大，熊本大，京都府立大，福岡大，啓林館
『化学』p.331）も出題され，知識がないと解答できな
い問題もみられた。
　アルケンへのシス付加とトランス付加による生成物の
立体構造（東京理科大・理－出題例24）は，難関大志
望者は注意しておきたい。

　油脂は，基本的な知識やけん化や付加の計算（和歌山
大，宮崎大，慶應義塾大・看護，東京理科大・基礎工）
が中心であるが，例年通り，構成脂肪酸の決定（千葉大，
島根大，東京理科大・薬）やオゾン分解を用いた構造決
定（産業医科大）も出題されている。また，糖脂質（筑

出題例24
東京理科大
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波大），リン脂質（旭川医科大，奈良県立医科大・後期，
慶應義塾大・薬）もみられた。
　糖類，アミノ酸・タンパク質は，例年通り多くの大学
で出題され，大半は，糖類の名称と構造，タンパク質の
検出反応，ペプチドのアミノ酸配列であった。教科書で
は「参考」として扱われている等電点の計算（東京工業
大，岐阜大，早稲田大・理工，青山学院大，日本女子大，
啓林館『化学』p.402）は，当たり前のように出題され
ている。電気泳動やイオン交換樹脂を用いたアミノ酸の
分離（お茶の水女子大，北里大，明治大）も多く出題さ
れている。糖類では，メチル化（北海道大・後期，東北
大・後期，岐阜薬科大，早稲田大・理工，同志社大），
鎖状フルクトースのケト形とエノール形の平衡（浜松医
科大，啓林館『化学』p.390 脚注）もみられ，難関大受
験生は注意が必要である。また，ヘミアセタールやアセ
タールについて，糖類やビニロン以外を題材とした問題
（早稲田大・人科，中央大－出題例25）もみられた。

　核酸は，基本的な知識を問う問題が多いが，塩基対の
構造の記述（九州大・後期，九州工業大－出題例26，
早稲田大・理工，慶應義塾大・薬），２本鎖から１本鎖
のなりやすさ（九州大・後期，静岡県立大－出題例27）
もみられた。

　合成高分子化合物とゴムの出題は，昨年度より増加し
た。ポリビニル化合物，ポリエチレンテレフタラート，
ナイロン，ビニロン，熱硬化性樹脂の内容が中心であり，
計算問題（ナイロン：群馬大，京都工芸繊維大／ポリエ
ステル：大阪市立大，関西大／ビニロン：広島大，山口

出題例25
中央大

出題例26
九州工業大

出題例27
静岡県立大
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大，奈良県立医科大，東京理科大，芝浦工業大，同志社
大など）も多い。また，リサイクル（滋賀医科大－出題
例28）も出題された。
　機能性高分子は，イオン交換樹脂のほか，生分解性高
分子であるポリ乳酸（立命館大），導電性高分子である
ポリアセチレン（慶應義塾大・看護，同志社大），吸水
性高分子であるポリアクリル酸ナトリウム（静岡大，慶
應義塾大・理工）なども出題されている。

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
　2016 年度入試も，昨年度までと大きな違いはみられ
なかった。したがって，従来の指導から大きく変更する
必要はないであろう。以下に，特に注意したい点を述べ
る。
　（１），（２）でも述べたように，入試問題の大部分は
標準的なレベルの問題である。このレベルの問題を確実
に解くことが合格への第一歩である。基本事項を確認し
た上で，問題演習を通して基本事項を組み立てて解答を
導く練習を十分にさせておきたい。
　国公立二次試験や一部の私立大では，論述問題も多く
出題される。平素から，化学現象の起こる理由を文章に
する練習をさせておくと，直前期に焦る受験生は減るで

あろう。また，教科書には載っていない物質を題材とし
た出題もみられる。化学を苦手とする受験生は，見たこ
とのないものは難しく感じるようであるが，大半の問題
は基本的な知識の組合せで解答できる。問題演習を通し
て練習させておきたい。
　核酸と合成高分子化合物からの出題は，やや増加し
た。これらの単元は，次年度以降も今年度並みに出題さ
れると予想されるが，教科書の最後の方で扱われるた
め，学習が遅れがちになる。入試に間に合うように準備
をしておきたい。
　なお，難関大では，結晶，反応速度，化学平衡，有機
化合物の立体構造，オゾン分解など，教科書の「発展」
で扱われる内容が，当然のように出題される。難関大を
目指すには，「発展」に関連した問題演習も十分に行い，
思考力を養っておくことが必要である。

出題例28
滋賀医科大

西　章嘉（にし・あきよし）
　授業では高１～３生，高卒生の幅広いレベルの
講座を担当し，教材では数多くのテキスト作成を
担当する。また，全統マーク模試・化学基礎の作
成チーフを務め，全統マーク模試・化学，阪大即
応オープン，神大入試オープンなどの作成・作題
も担当する。
著書： 「チョイス新標準問題集」（河合出版・共著）

「大学入試問題正解」（旺文社・共著）
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１ センター試験「生物基礎」
（１）　総括
　「生物基礎」のセンター試験は，大問３題，設問数
16 問，マーク数 17 であった。平均点は 27.6 点（50 点
満点）で，昨年度より 0.9 点高くなった。大問は，「生
物と遺伝子」，「生物の体内環境の維持」，「生物の多様性
と生態系」の３分野から，バランス良く１題ずつ出題さ
れた。また，大問はすべてA・B分けになっており，幅
広いテーマから出題された。
　河合塾の再現データの結果では，正答率が 80 ％以上
の ｢易しい｣ 設問の割合は，昨年度が約 19 ％であった
のに対し，今年度は約 24 ％とわずかに上昇した。また，
正答率が 50 ％以下の ｢難しい｣ 設問の割合は，昨年度
は約 31 ％であったのに対し，今年度は約 29 ％とわずか
に低下した。（なお，以降の正答率はすべて河合塾の再
現データによるものである。）
　設問 16 問のうち，13 問が知識問題であり，昨年度は
出題されなかった考察問題が２問出題された。また，昨
年度と同様に計算問題が１問出題された。実験結果や
図・表にもとづいて考察する問題は出題されなかった。
知識問題については，幅広いテーマから少しずつ出題さ
れ，その内容はやや詳細な知識を必要とするものも多か
った。 13 問のうち，文章正誤問題が５問，生物用語や
記号などを選ぶ問題が８問であり，また，13 問のうち，
７問が正しいものの組合せを選ぶ問題であった。

（２）　設問別分析
第１問　生物の特徴および遺伝子とそのはたらき（配点
19点）
　Aは生物の特徴に関する知識問題と考察問題，Bは遺伝
子とそのはたらきに関する知識問題であり，第１問の平
均点は 11.7 点（平均得点率は 61.2 ％）であった。
　問１はミトコンドリアに関する文章正誤の知識問題で
ある。正答率は 29.6 ％で全設問中最も低かった。②を
選んだ誤答が約 26 ％と多くみられた。問２は代謝の過
程にはたらく酵素に関する考察問題（出題例１）である。

「生物基礎」の範囲ではあまりみかけないタイプの問題
で，同じタイプの問題を解いたことがないと難しく，正
答率は低いと予想されたが，50.9 ％の正答率で予想より
も高かった。問３はリンを構成元素としてもつ物質を過
不足なく含む組合せを選ぶ問題であり，正答率は 46.7 ％
と低かった。①を選んだ誤答が約 28 ％と多くみられ，
核酸（DNA，RNA）は糖，塩基，リン酸からなる物質
であることを覚えていない受験生が多かったようであ
る。（啓林館『生物基礎 改訂版』p.60，74，75／同『新
編生物基礎』p.48，57）問４は DNAと RNAで異なる
塩基を選ぶ問題であり，正答率は 95.4 ％で極めて高か
った。問５は遺伝情報の発現に関して，「転写」と「翻訳」
の語を選ぶ問題であり，正答率は 91.5 ％で極めて高か
った。問６はタンパク質に関する知識問題であり，正答
率は 60.5 ％であった。⑤を選んだ誤答が約 31 ％と多く
みられた。mRNAの塩基３つの並びが指定するのは１
つのタンパク質ではなく１つのアミノ酸であり，アミノ
酸が多数結合してタンパク質が合成されることを理解し
ていない受験生が多かったようである。

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 生 物 学 校 法 人　河合塾

生物科講師　榊原　隆人
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第２問　生物の体内環境の維持（配点16点）
　Aは体液，肝臓，腎臓に関する知識問題と計算問題，B
は血液循環，ホルモン，自律神経に関する知識問題であ
り，第２問の平均点は 9.1 点（平均得点率は 56.9 ％）で
あった。
　問１は組織液と組成が近い液体の組合せを選ぶ問題で
あり，正答率は 62.8 ％であった。①および⑤を選んだ誤
答がそれぞれ約 19％，約 11 ％であった。問２は肝臓の
はたらきに関する基本的な知識問題であり，アの正答率
は 98.3 ％で全設問中最も高く，イの正答率も 77.2 ％と高
かった。問３は１日あたりの原尿中に含まれるタンパク
質とグルコースの量および尿素の濃縮率を求める問題
（出題例２）であり，正答率は約 33 ％と低かった。④
を選んだ誤答が約 31 ％みられ，③・④の選択率の合計
が約 65 ％であることから，多くの受験生は「糸球体か
らボーマンのうへグルコースはろ過されるが，タンパク
質はろ過されない」ことを理解できていたようである。
尿素の濃縮率を求めるためには，まず尿中の尿素濃度を
求めたのち，尿中の尿素濃度を血しょう中の尿素濃度で
割るという二段階の計算過程が必要である。表中の尿
（g／日）の値を尿中の尿素濃度と勘違いし，正答率が
低くなったものと考えられる。問４はヒトの血液の循環
に関わる各器官のはたらきに関する文章正誤の知識問題
であり，正答率は 47.7 ％と低く，①を選んだ誤答が約
35 %と多かった。心臓から肺へ血液を運ぶ血管は肺動
脈であることを尋ねている問題であるが，問題文を「肺
静脈から（心臓に）運ばれてきた血液が‥」のように読
み間違えてしまったと思われる。また，高卒生（約 62％）
と現役生（約 45 ％）で正答率に大きな差がみられた。
問５は各器官のはたらきとその調節に関する問題であ
り，正答率は 50.7 ％であった。ホルモンを分泌する部位
とその作用，自律神経のはたらき，さらにフィードバッ
ク調節など様々な内容が含まれており，幅広い正確な知
識が必要な問題である。②および③を選んだ誤答がそれ
ぞれ約 24 ％，約 16 ％であった。また，高卒生（約 62 ％）
と現役生（約 48 ％）で正答率に大きな差がみられた。

第３問　生態と環境（配点15点）
　Aはバイオームの分布に関する知識問題，Bは生態系と
その保全に関する考察問題と知識問題で，第３問の平均
点は 9.8 点（平均得点率は 65.3 ％）であった。
　問１はバイオームの分布に関する基本的な知識問題で
あり，正答率は高かった。問２は雨緑樹林の代表的な樹
種であるチークの特徴に関する知識問題で，正答率は
58.4 ％と低かった。④を選んだ誤答が約 24 ％みられ，
雨緑樹林の樹種が雨季に葉をつけ，乾季に落葉すること
を覚えていない受験生が多かったようである。問３はサ
バンナでみられる樹木の例を選ぶ問題であり，正答率は
40.2 ％と低かった。④・③・⑥を選んだ誤答がそれぞれ
約 23 ％，約 11 ％，約 10 ％であった。下線部（b）の地
域がサバンナであることを理解した上で，樹種を選ぶ必
要があり，また，サバンナでみられる樹種としてアカシ
アが記載されていない教科書もあり，正答率が低くなっ
たものと考えられる。問４はヤチネズミの個体数が一定
の範囲に保たれる原因を知識をもとに考察する問題であ
り，正答率は 59.9 ％であった。「原因として考えられな
いもの」を選ぶ問題であり，選択肢の文章をよく読み，
個体数が増えたときにはさらに増えるような条件，また
は，個体数が減ったときにはさらに減るような条件を選
ぶ必要があった。問５は生態系のバランスに関する正し
い記述の組合せを選ぶ問題である。正答率は 91.5 ％で
極めて高かった。

出題例１

出題例２
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（３）　学習対策（指導上のポイント）
　今年度のセンター試験では，小設問 16 問中 13 問が知
識問題であった。昨年度と同様に今年度も知識問題の割
合が高く，来年度以降もこの傾向が続くと予想されるの
で，まずは教科書に記載されている基本的な内容や用語
の意味を理解させ，定着させるようにしたい。知識問題
の中にはやや詳細な知識を必要とする問題も多く含まれ
ているので，これらの問題に対応するためには，教科書
の本文だけでなく，「図・表」，「観察・実験」，「参考（コ
ラム）」，「探究活動」なども含めて隅々まで十分理解さ
せておく必要がある。（ただし，教科書の「発展」に記
載されている内容はセンター試験では出題されない。）
　今年度は腎臓における尿素の濃縮率に関する計算問題
が，昨年度の本試験では遺伝子に関する計算問題が出題
されており，これらの正答率は非常に低かった。来年度
以降も計算問題が出題される可能性が高いので，ミクロ
メーターによる測定，DNA中の塩基組成，細胞周期，
酸素解離曲線，暖かさの指数，生態系内の物質循環とエ
ネルギーの流れなどに関する計算問題を問題集や過去の
センター試験などを用いて十分に問題演習を行い，計算
問題に対応できるようにさせておきたい。
　昨年度の本試験では出題されなかったが，今年度は考
察問題が２問出題された。来年度以降も，実験結果など
にもとづいて考察する問題（実験考察問題）が出題され
る可能性がある。実験考察問題では，実験の意義と内容，
設問文や選択肢の文意などを理解するとともに，与えら
れたデータ（図・表など）を正確に読み取り，論理的に
思考する力が要求される。計算問題と同様に，問題集や
過去のセンター試験などを用いて十分に問題演習を行い，
実験考察問題に対応できる力をつけさせるようにしたい。

２ センター試験「生物」
（１）　総括
　「生物」のセンター試験は，大問数は６題（７題のう
ち第６問と第７問はいずれか１問を選択する選択問題）
で，マーク数は 32であった。昨年度より設問数や総選択
肢数が減少し，全体的な分量はやや減少した。平均点は
63.6 点で，昨年度より 8.6 点高くなった。
　必答問題の第１問から第５問は，「生命現象と物質」，
「生殖と発生」，「生物の環境応答」，「生態と環境」，「生
物の進化と系統」の５分野から１題ずつ出題されてお
り，配点も 18 点ずつであった。また，すべてA・B分け
になっており，幅広いテーマから出題された。選択問題

の第６問と第７問は，複数の分野にわたる複合的な問題
であり，配点は 10 点であった。問題内容の割合は，知
識問題がおよそ５割，知識と考察を要する問題がおよそ
３割，考察問題がおよそ２割であり，昨年度とほぼ同じ
傾向であった。詳細な知識を問う問題や紛らわしい選択
肢が減少し，選択肢の数も減少した。また，難度の高い
考察問題も減少したため，昨年に比べて易化した。

（２）　設問別分析
第１問　生命現象と物質（配点18点）
　Aは酵素に関する知識問題，Bは細胞内物質輸送に関す
る知識問題と考察問題で，第１問の平均点は 13.1 点（平
均得点率は 72.7 ％）であった。
　問１と問２は酵素に関する基本的な知識問題であり，
正答率はともに非常に高かった。問３は細胞内物質輸送
に関する基本的な知識問題であったが，現役生の正答率
が低く，高卒生と現役生の正答率の差が大きかった（啓
林館『生物』p.10）。問４はエキソサイトーシスに関す
る考察問題（出題例３）であり，難しい内容ではなかっ
たが，正答率は 36.2 ％ときわめて低かった。
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第２問　生殖と発生（配点18点）
　Aは動物の受精と発生に関する知識問題と考察問題，B
は被子植物の生殖と発生に関する知識問題と考察問題
で，第２問の平均点は 12.6 点（平均得点率は 70.0 ％）
であった。昨年度の本試験の第２問と出題内容が類似し
ていた。問１はウニの発生に関する知識問題で，様々な
内容が含まれており，幅広い知識が必要な問題であった
が，正答率は高かった。問２はセンチュウの発生に関す
る考察問題で，考察する内容が易しく，正答率は高かっ
た。問３は被子植物の生殖・発生に関する知識問題で，
問１と同様に様々な内容が含まれており，幅広い正確な
知識が必要な問題である。２つの正解のうち，②の正答
率は 75.9 ％と高かったが，④の正答率は 46.2 ％と低か
った。問４は花粉管の伸長と受精に関する考察問題で，
高卒生に比べて現役生の正答率が低く，その差が大きか
った（啓林館『生物』p.202）。

第３問　生物の環境応答（配点18点）
　Aは受容器と神経系に関する知識問題，Bは植物ホルモ

ンに関する知識問題と考察問題である。第３問の平均点
は 11.2 点（平均得点率は 62.2 ％）で，必答問題５題の
中で最も低かった。
　問２はヒトの神経系に関する基本的な知識問題であっ
たが，正答率は低かった。問３はヒトの受容器に関する
基本的な知識問題であったが，正答率はそれほど高くな
かった。聴覚の受容器を「コルチ器」ではなく「鼓膜」
と間違えた受験生が多かった。問５は植物ホルモンと細
胞の分化に関する考察問題（出題例４）で，比較的詳細
な知識をもとにして考察する必要があり，正答率は非常
に低かった。また，高卒生に比べて現役生の正答率が低
く，その差が大きかった。問６も植物ホルモンと細胞の
分化に関する考察問題であり，正答率は低かった。

第４問　生態と環境（配点18点）
　Aは標識再捕法に関する計算問題と種間競争に関する
考察問題，Bは種間関係に関する知識問題と考察問題で
ある。第４問の平均点は 15.5 点（平均得点率は 86.1 ％）
で，必答問題５題の中で最も高かった。問１は標識再捕
法に関する典型的な計算問題であり，正答率は高かっ
た。問２はゾウリムシの種間関係に関する考察問題であ
ったが，知識でも解ける問題であり，正答率は 95.5 ％
で極めて高かった。問３は種間関係に関する基本的な知
識問題であったが，正答率はそれほど高くなかった。「間

出題例３

出題例４
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接効果」を「環境形成作用」と間違えた受験生が多かっ
た。これらの用語は新課程になって教科書で大きく扱わ
れるようになった用語であり，高卒生よりも現役生の正
答率の方が高かった。問４は種間関係に関する知識を要
する考察問題で，問題の意味が読み取りにくい問題であ
ったが，正答率はそれほど低くなかった。問５はガの行
動に関する考察問題で，考察する内容が易しく，正答率
は非常に高かった。

第５問　生物の進化と系統（配点18点）
　Aは進化のしくみに関する知識問題と考察問題，Bは生
物の変遷に関する知識問題と考察問題で，第５問の平均
点は 11.6 点（平均得点率は 64.4 ％）であった。問１は
進化のしくみに関する用語を選ぶ基本的な知識問題で 
あったが，正答率はそれほど高くなかった。問２は進化
のしくみに関する考察問題で，考察する内容が易しく，
２つの正解のうち，③の正答率は 95.6 ％で，すべての
設問の中で最も高かった。問３は生物の変遷に関する知
識を要する考察問題（出題例５）で，グラフの解釈がや
や難しく，比較的詳細な知識も必要とする問題であった
ため，正答率は 38.0 ％と非常に低かった。問４は人類
の進化に関する詳細な知識を要する問題であり，２つの
正解のうち，⑧の正答率は 24.6 ％で，すべての設問の中
で最も低かった（啓林館『生物』p.322－324）。また，
⑥の正答率は高卒生よりも現役生の方が高かった。

第６問　生命現象と物質・生物の環境応答（配点10点）
　植物の花芽形成や光合成に関する知識問題と遺伝子に
関する考察問題で，第６問の平均点は 5.4 点（平均得点
率は 54.0 ％）であった。どの設問も，成績上位者と下
位者で正答率に大きな差がみられた。問１は植物の花芽
形成に関する基本的な知識問題であったが，正答率はそ
れほど高くなかった。問２は植物の光合成に関する比較
的詳細な知識を要する問題であり，正答率はそれほど高
くなかった。問３は PCR法に関する知識を要する考察
問題（出題例６）で，比較的煩雑な計算が必要であり，
正答率は 38.0 ％と非常に低かった。

第７問　生態と環境・生物の進化と系統（配点10点）
　社会性昆虫に関する考察問題と血縁度に関する考察問
題で，第６問の平均点は 7.9 点（平均得点率は 79.0 ％）
であった。問１はセイヨウミツバチの行動に関する考察
問題で，考察する内容が易しく，２つの正解のうち，⑥
の正答率は 94.3 ％で極めて高かった。問２はセイヨウ
ミツバチの血縁度に関する考察問題で，難しい内容であ
ったが，問題文から答えを推測することが容易であり，
正答率はそれほど低くなかった。

（３）　学習対策（指導上のポイント）
　センター試験の知識問題で問われる知識は，教科書に
記載されている内容に限られるが，単に用語を問うよう
な形式の問題は少なく，文章選択肢で，その正誤を判定
するような形式のものが多い。したがって，単なる用語
の丸暗記だけではほとんど対応できない。教科書の内容
や用語の意味を正しく理解させ，定着させるようにした
い。さらに，ほかの事項との関連性なども理解させるよ
うにしたい。そのためには，センター試験の過去問やセ
ンター試験向けの問題集などを用いて，十分に問題演習
を行わせることが有効である。また，「生物」のすべて
の範囲から幅広く出題されるので，苦手とする分野や学
習が進んでいない分野がないように，バランスよく学習
させることも重要である。
　センター試験の考察問題では，実験の内容などを読み

出題例５

出題例６
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取る読解力と，グラフや表のデータなどを解釈する考察
力・分析力が要求される。このような力を身につけるた
めには，やはり，センター試験の過去問やセンター試験
向けの問題集などを利用して，問題演習を十分に行わせ
ておくことが有効である。早い段階から計画的に学習を
進めさせるように指導していくようにしたい。

３ 一般入試（二次・私大）
（１）　全体の傾向
　旧帝大などの難関大の難易度は，昨年度と比べて，早
大（理工），慈恵医大，岡山大などは難化し，東京大，
慶応大（医）などでは易化し，京都大，北海道大，東北
大，名古屋大，大阪大，広島大，九州大，東京医科歯科
大，神戸大，筑波大，千葉大，静岡大，岐阜大，横浜市
立大，大阪市立大などは変化がなかった。全体的には昨
年度とほぼ同じ難易度であるが，やや易化した傾向もみ
られた。
　出題分野は，昨年度と同様「遺伝子」が非常に多くみ
られた。図１に 2013 年度から 2016 年度入試の生物各分
野の出題状況を示した。

　旧課程入試の 2013 年・2014 年度と比べ，新課程入試
になった 2015 年・2016 年度では，「進化・系統」「生態」
などの出題が増加した。これらは旧課程では選択分野で
あった内容であり，選択分野の廃止により出題しやすく
なったことが考えられる。逆に，「体液」「ホルモン」「免
疫」「遷移」など『生物基礎』の内容の出題が減少した。
また，「酵素」「遺伝計算」「動物の生殖と発生」などの
出題も減少した。「遺伝」は新課程の教科書で扱いが少
なくなった内容であり，遺伝計算の問題は，昨年度はま
だ一昨年以前並みに出題がみられたが，今年度はかなり
減少した。また，「発生」については，新課程で新たに
扱われるようになった内容（以下，新課程内容と記す）

である母性効果因子や背腹軸の決定，および，神経誘導
の分子機構などの出題が増加すると予想したが，それら
の出題はきわめて少なかった。
　昨年度は新課程入試の初年度で，移行措置的な配慮が
なされたのか，新課程内容の出題された量は少なく，単
に用語を尋ねるだけのものや，小設問１題程度を出題す
るものが多かった。今年度は受験生のほとんどが新課程
で学習しているので，本格的な新課程入試となり，新課
程内容の出題が昨年より増加した。

（２）　2016年度で注目される出題項目
　図２に 2013 年度から 2016 年度入試の新課程内容の出
題状況を示した。

　最も多く出題がみられたのは細胞骨格・モータータン
パク質（出題例７）であった。そして，植物の環境応答
では，青色光受容体（出題例８）が多く出題された。昨
年度ではフォトトロピン，クリプトクロムの青色光受容
体の名前を尋ねるだけの問題が多かったが，今年度では
出題例８のような考察型の問題も出題された（啓林館
『生物』p.276，277）。図１

図２
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　また，免疫では Toll様受容体・TCR・MHCが,遺伝
子では岡崎フラグメント，ヒストンによる転写調節（出
題例９），塩基配列の解析法，さらに RNA干渉（出題例
10）など，発展的な内容も多く出題されるようになった。

出題例７
滋賀医大

出題例８
静岡大
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　生態では血縁度，攪乱などが，進化では遺伝子重複
（出題例11）やドメインなどの出題がみられるように
なり，出題傾向が変化しつつあるように感じられた。

　新課程の教科書では扱いが少なくなった浸透圧や光－
光合成曲線などは，昨年度は少し出題がみられたが，今
年度はほとんど出題されなくなった。遺伝については，
伴性遺伝の内容が少し出題されていた。

（３）　学習対策（指導上のポイント）
　新課程になって，これまでは一部の難関大学で考察問
題として出題されてきた高度な内容が，教科書に記載さ
れるようになったことで，中堅大学でもその一部（用語
など）が知識問題として出題されるようになった。しか
し，高度な発展的内容からの出題は量的には少なく，や
はり重要なのは基本的な内容をきちんと理解させること
であると思われる。また，発展的内容については，各教
科書によって扱い方が様々なので，どの内容をどこまで
扱うかが重要になる。p.28の図１・図２に示した近年の
出題状況を十分に分析して指導内容を吟味し，担当され
ている生徒の志望する大学の入試によく出題される内容
を重点に指導し，出題されない内容についてはあまり深
入りし過ぎないようにしたい。また，新課程内容につい
ては，これまであまり出題されていない「発生」および
「神経」の内容が今後どのように出題されるのか注目さ
れる。
　また，新課程では教科書の扱いが少なくなった「植物
の組織」や「浸透圧」は，昨年度も今年度もほとんど出
題されておらず，今後も出題されないと考えられる。し
かし，「伴性遺伝」については，啓林館以外の教科書で
は扱われていないが，その知識が必要とされる問題が出
題されており，ある程度の対策が必要である（啓林館
『生物』p.148，149）。
　このように，学習する分量が多く，内容も深いため，
指導には多くの時間が必要となる。これを４単位という
限られた時間内で指導するとなると，ややもすれば，知
識の羅列になりかねない。このためには，教科書に記載
された内容をどの程度まで教えるかを吟味する必要があ
るだろう。そして，入試の出題状況をふまえた上で，各
分野をバランスよく扱うことが重要となるだろう。
　入試の鍵となるのは考察問題と論述問題である。考察
問題では，まず，じっくり考えさせて解かせ，そのもと
で問題を解くのに必要な知識や，与えられた図や表の解
釈の仕方などをきちんと解説するようにしたい。論述問
題は，添削指導を通して生徒の書いた答案に対し，どこ
がどのように誤っているのかを的確に指導するようにし
たい。論述問題は大きく得点差がつくところであるの
で，その十分な対策が不可欠である。

出題例９
産業医大

出題例10
東京農工大

出題例11
札幌医大
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榊原　隆人（さかきばら・たかひと）
　授業では，高卒生・高３生のセンター講座から
ハイレベル講座，および医進クラスを担当する。
教材では，生物基礎センター試験対策テキスト（夏
期・冬期講習，大学受験科通年テキスト），高１・
２ 夏期・冬期講習テキスト，および生物記述論述
添削の作成を担当する。また，模試では，生物基
礎全統マーク模試および全統記述模試の作成チー
フを務め，名大入試オープンの作題も担当してい
る。
著書： 「生物基礎 早わかり一問一答」（中経出版）

「生物 早わかり一問一答」（中経出版） 
「2016センター試験対策問題パック生物基 
 礎」（河合出版・共著）
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センター試験　地学基礎
（１）　全体の傾向
　昨年度より易しくなった。理由の１つに全ての問題が
４択になったことがある。昨年度は４択が半分以下（15
問中７問）で少なく，逆に８択の問題は１／３で５問あ
り，不評であった。それがすべて４択になったので，受
験生は余裕を持って答えられたと思う。
　内容は，広い範囲にわたって正確な知識を要求される
良問である。中にはダミー選択肢として，かけ離れた分
野の２項目を引っ付けたものがあり，それを間違いと断
定することは，うろ覚えの知識ではできなかっただろう
と感じた。計算問題は太陽定数に関する１問のみで，昨
年度より減った。分野に関しては「固体地球，変動，地
球史」の配点が 54 %にまで増えた。昨年度の 46 %でも
多いと感じたが，さらに増えたわけで，そういう方針な
のだと納得するしかない。ちなみに「大気と海洋」は
26 %，「宇宙」は 20 %であった。追試験ではさらに「固
体地球，変動，地球史」が増えて，60 %であったと聞く。

（２）　設問別分析
第１問
A：�地震全般に関する知識，緊急地震速報や津波，高潮，
液状化現象，プレートの動きと，広い範囲の知識が
要求された。問３の設問の仕方にはやや違和感を覚
えた。

B：�地質断面図，大量絶滅に関する問題。グラフが「絶
滅率」であった。いろいろな時代の示準化石になる
生物や全球凍結が問われたのは，昨年度を引き継い
だ。

C：�火山と火成岩に関する問題で，今年度唯一の正誤問
題が含まれている。

－A－
　問１は地震の震度，マグニチュード，エネルギー，初
期微動継続時間に関して，基本知識を問う平易な問題で
あった（出題例１）。しかしながら，ダミーの④は「マ

グニチュードが大きいほど初期微動継続時間は長い」と
ある。もちろんマグニチュードは地震の規模（エネルギ
ーの大きさ）を表す数値。初期微動継続時間は（V P，V S

を一定として）震源距離のみで決まる時間。それらが無
関係であると断定できる自信は，それぞれの内容を完全
に理解していないと出てこない。うろ覚えの知識では，
関係があるのかないのか迷ってしまう。問題形式が「最
も適当なものを１つ選べ」であり，これが最後の選択肢
になっているからよいようなものの，もし昨年度のよう
に３項目の正誤を問う８択の問題だったなら，正解者は
確実に減っていただろう（改作例１）。

　問２は「自然災害に関する」と銘打って，緊急地震速
報と津波，液状化現象，高潮について尋ねている（出題
例２）。

出題例１

改作例１

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 地 学 私立灘高等学校・中学校

地学科教諭　野村　敏郎
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　これも最も適当なものを１つ選ぶ問題であった。
　①で緊急地震速報の発表は「断層運動の開始を事前に
予測して」などではないので誤り（啓林館『地学基礎 
改訂版』p.217）。②の「津波」は岸に近づくと波高が高
くなるのは今や常識と言っていいであろう。④は「高潮」
という言葉こそ使っていないが，台風の吸い上げ効果や
吹き寄せ効果による高潮のことを言っており，もちろん
気圧の「上昇」の部分が間違いである（啓林館『地学基
礎 改訂版』p.221）。このように，間違いの選択肢が明
白だったので易しかった。
　問３は中央海嶺付近のプレートの動きに関する問題で
ある（出題例３）。

　この問題の図を最初に見たとき，ホットスポットが作
った火山島や海山の古さを問う問題かと思ったが，読ん
だら違った！　中央海嶺で作られた海底そのものの古さ
と２点間の距離の変化を問うていた。それも普通とは逆
の質問の仕方をしていたところに注目したい。つまり
「地点 Aの溶岩は地点 Bの溶岩より古い」，「地点 Aと
地点 Bの間の距離は時間とともに変化しなかった」と
いう条件の下で，地点 Aと地点 Bと中央海嶺の位置関

係を４択で尋ねているのである。普通ならば，図（例え
ば①）の位置関係を与え，「地点 Aの溶岩と地点 Bの溶
岩はどちらがより古いか」および「地点 Aと地点 Bの
間の距離は時間とともに，近づくか，遠ざかるか，変化
しないか」を尋ねるだろう。その場合は６択になるが，
はっきり言って易しい。その点，この問題は古さと距離
の条件を与え，どのような位置関係かと図の４択で尋ね
たのである。多くの受験生は４枚の図すべてを，「距離
の変化はあるか」「どちらが古いか」と検討しただろう。
中には条件を整理して，「距離の変化はない」→「同じ
側のプレート上に２地点がある」。「地点 Aの方が古い」
→「地点 Aの方が中央海嶺から遠い」と考え，④と答
えた生徒もいたかもしれないが，そう多くはないだろう。
　この問題は発展させてもっと難しくできる。海底の溶
岩の古さだけでなく，ホットスポットでつくられた火山
島の古さも同時に扱うのである（改作例２）。

－B－
　問４はよくある地質断面図で地層や地質構造の形成順
序を問うた問題と言っていいであろう。ただし，④は断
層の種類と成因となる力の種類を尋ねている（出題例
４）。

出題例２

出題例３

改作例２
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　①～③はどれも２つの事項のどちらが新しいか尋ねて
いる。①では褶

しゅう

曲
きょく

の時期と不整合面上の地層 dの堆積
時期の比較。当然，不整合面上の地層 dの方が新しい
ので①は間違い。②では断層の活動時期と火成岩 eの
貫入時期の比較。これらは不整合面との比較で新旧が分
かる。断層は不整合面を切っているが，火成岩 eは不
整合面に切られている。断層の方が新しいので②は正し
い。③は褶曲している一連の地層内で，下位の地層 aが
上位の地層 bより新しいという。問題文に「この地域
では地層の逆転はなく」と書いてあることから，「地層
累重の法則」が成り立つので③は間違いと容易に分か
る。④は断層の種類と，成因となる力の種類であるが，
上
うわ

盤
ばん

が重力に従ってずり落ちているから正断層であり，
引っぱりの力で生じる（啓林館『地学基礎 改訂版』
p.32）。よって④も間違いである。
　この問題も３項目の正誤問題に作り直してみた（改作
例３）。難易度はどう変わったであろうか。

　問５は生物の大量絶滅についての出題であるが，グラ
フが「絶滅率」であった（出題例５）。

　大量絶滅を扱うときは海生動物の種類数（科の数）の
推移のグラフがよく用いられる。実際，2007 年センタ
ー試験「地学Ⅰ」ではそのグラフが出ている（過去の出
題例１）。今回は見慣れぬグラフで，面くらった受験生
も多かったであろう。

出題例４

改作例３

出題例５
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　今回の問題は大量絶滅の知識だけあっても解けない。
①の正誤判断には，ビカリアが繁栄していた時期を絶対
年代でも把握しておく必要がある。同様に，②では最古
の人類が出現した時期（2.5 億年前と考える人がいると
は思えないが。）を，③では全球凍結が起きた時期を，
④ではアンモナイトや三葉虫が完全に絶滅した時期を，
それぞれ把握しておかなければ解けない。このうち，全
球凍結は先カンブリア時代の出来事であり（啓林館『地
学基礎 改訂版』p.86），アンモナイトが白亜紀末に恐竜
とともに絶滅したことは有名である。問題は三葉虫だ。
2015 年センター試験「地学基礎」にも出題されたよう
に，三葉虫はカンブリア爆発で出現したバージェス動物
群の一種である。カンブリア紀からオルドビス紀に大繁
栄したが，オルドビス紀末の大量絶滅（第１回目の大量
絶滅）で激減する。そこで細々と生き延びた種も，2.5
億年前に起きた地球史上最大規模の大量絶滅で，完全に
絶滅した。三葉虫という古生物の扱いは，どちらかと言
うと，古生代の初めに繁栄した示準化石に重点を置く。
古生代の終わりまで生き延びて絶滅したと授業で強調し
ていなかったら，生徒は三葉虫が古生代初めで絶滅した
印象を持つかもしれない。古生代末の絶滅種として，フ
ズリナ（紡

ぼう

錘
すい

虫）などを強調しがちであることを反省し
た。もっとも問５ではグラフで扱っている期間が 2.25
億年前以後であるから，三葉虫がオルドビス紀末に絶滅

していたと勘違いしていた生徒が仮にいたとしても，④
は誤りと考えるであろう。
　三葉虫は昨年度のセンター試験「地学基礎」でも出題
されたと先述したが，もしも 2015 年，2016 年の出題順
序が逆だったら不都合が生じたことも指摘しておきたい
（過去の出題例２，３）。

　2015 年センター試験「地学基礎」の問５では，三葉
虫をバージェス動物群の１つとして答えさせていた。そ
の後の問７でバージェス動物群の化石が見つかる可能性
のある地層はどれか，地質断面図から選ばせている。
　この問７の正解は②の「b」だけである。フズリナを
含む③の「c」は不正解とされている。もし 2015 年と
2016 年の出題順序が逆だったら，出題内容としては次
のようになる。
・三葉虫が完全に絶滅したのは古生代末である。

・三葉虫はバージェス動物群の一種である。

過去の出題例１
2007 年センター試験「地学Ⅰ」

過去の出題例２
2015 年センター試験「地学基礎」

過去の出題例３
2015 年センター試験「地学基礎」
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・�バージェス動物群の化石が見つかる可能性のある地層

は，10 億年前の片麻岩 aを不整合で覆う地層 bか，

さらに上位のフズリナを含む地層 cか，それとも…？

となる。最後の問題の正解は地層 bだけとされている。
いかがであろう。フズリナを含む古生代末の地層 cか
らも「三葉虫」の化石なら出る可能性がある。地層 b
だけを正解にするのはまずい。地層 cの解答③にも（昨
年度の「地学」ではないが）部分点をあげるべきではな
いのか？　もちろんカンブリア紀のバージェス動物群の
三葉虫と，古生代末の三葉虫では種が違うのであろう
が，高校生にとっては三葉虫は三葉虫である。不要な混
乱は避けるべきであった。これは本当ならば，昨年度気
づいて指摘するべきであったと反省している。
　最後にもう一つ，2013 年 11 月 12 日に大学入試セン
ターが発表した「平成 27 年度からの大学入試センター
試験における数学，理科の問題例（試作問題）の発表に
ついて」の中で，三葉虫の絶滅がアンモナイトの絶滅や
植物，脊椎動物の陸上への進出とならんで順序を問う問
題で出題されていたのはご存じだろうか。ただし，「地
学」ではなく「生物」の試作問題に，である（過去の出
題例４）。これまでも地学だけでなく地理 Bの問題はチ
ェックしていたのだが，生物や物理もよく見ておく必要
を感じた。

－C－
　問６は火山噴火に関する問いであるが，要するに火山
ガスの主成分は SO2 か H2Oか？　粘性の高いマグマは

SiO2 の含有量が多いか少ないか？　を組合せて尋ねて
いる４択で，どちらも教科書にそのまま書かれている基
本事項であり，今回最も易しい問題であった（出題例６，
啓林館『地学基礎 改訂版』p.38，39）。

　もう少し難しくするには，例によって３項目正誤であ
る。問題文中に，設問にはなっていなかった「粘性が高
いマグマ中で揮発性成分が急激に発泡すると，爆発的な
噴火となることが多い。」の文も項目の１つに取り上げ
ると，こうなる（改作例４）。

　問７は火山に関連した３項目，成層火山，ハザードマ
ップ，火砕流，及び火山活動とは無関係の縞状鉄鉱層の
問題である（出題例７）。これも，最も適当なものを１
つ選ぶ問題である。過去の出題例４

大学入試センター試作問題「生物」

出題例６

改作例４
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　①は日本で一番高い山，富士山について。富士山は成
層火山であり，溶岩と火山砕屑物が交互に積み重なって
できた。しかし粘性の高い溶岩が盛り上がってできるの
は溶岩円頂丘（溶岩ドーム）であるから，これは誤り（啓
林館『地学基礎 改訂版』p.39～40）。
　②は火山のハザードマップ（防災マップ）がどういう
ものか，素直に書かれている。これが正解。「ハザード」
という言葉は，世間ではゲームの名前の一部としての方
がよく知れわたっているようだが，本来「危険，冒険，
偶然，運，運任せ，障害地域」などの意味である。ハザ
ードマップの知名度がもっと上がることを希望している
（啓林館『地学基礎 改訂版』p.218）。
　③は縞状鉄鉱層の成因であるが，もちろん正しい成因
は大気中の酸素の増加が海水中の鉄イオンを海底に沈殿
させたことによる（啓林館『地学基礎 改訂版』p.87）。
火山活動が大気に影響するのは CO2 や H2Oの放出で
（温室効果ガスとして，全球凍結の解除のときにはこれ
が働いた），酸素の増加はない。火山活動とは無関係と
自信を持って結論づけるには，縞状鉄鉱層の成因を正し
く完全に理解していなければならない。③には今年度の
問題中で一番驚かされた。非常に遠い無関係を結びつけ
て，もっともらしいダミーを作っている。お見事である。
　一方で④の火砕流は，説明文の後半がよく似た火山泥
流にすり替えられている。火砕流は地学を学習する者な
ら誰でも知っているような常識であるが，実は世間一般
では，火山泥流や土石流と混同されることが非常に多
い。1991 年５月の雲仙普賢岳の大火砕流で，報道関係
者などに多数の犠牲者が出た原因の１つとして，日本で
はまだ聞き慣れなかった「火砕流」という言葉と，その
少し前にマスコミデビューした「土石流」という言葉の
間で混同があったことは，当時の記者会見におけるマス
コミの質問からも見て取れる。また，現に火砕流が発生
した場所で，火山泥流や土石流も発生するわけだから，
間違えられやすいのは仕方ないかもしれない。④はそう
いった急所を突いてきた見事な問いかけといえる。
　問８は今回唯一の正誤問題である。ただし，２項目で
４択であった（出題例８）。内容は火成岩２種類のプレ

パラートを偏光顕微鏡で観察したスケッチから，SiO2 含
有量による分類と，形成過程（固結深度と冷却速度）を
尋ねている。岩石の種類は石材 Aが（こういう問題で
最も多く出題される）花こう岩。石材 Bが（その次によ
く出題される）玄武岩であった。（ちなみに安山岩もよ
く出題される。）文 aは石材 Aが酸性岩（ケイ長質岩），
石材 Bが塩基性岩（苦鉄質岩）と述べているので「正」。
文 bは石材 Aが地下深くで徐

じょ

冷
れい

，石材 Bが地表または
浅所で急冷と述べているので「正」。普通に勉強してき
ている者にとっては簡単な問題である（啓林館『地学基
礎 改訂版』p.46～47）。ところが当てずっぽうで答えよ
うとすると，正解を当てられない。どういうことかとい
うと，石材 Aは酸性岩か中性岩か塩基性岩か，同じく
石材 Bは…と考えると９通り。どう見ても石材 Aと石
材 Bではいろんな特徴が違いすぎると考えても３×２
で６通りで，文 aに正しいことが書かれている確率は
17 ％しかないのである。だから勉強してこなかった受
験生は 83 ％の確率の「誤」を選びたくなる（はずであ
る）。同様に，文 bも深度と冷却速度を別項目とすると，
正しいことが書かれている確率が 25 ％。２つの文を合
わせると「正・正」の確率は４％しかない。勉強してい
なければ，①の「正・正」は選びにくい心理を突いてい
る。ただし来年度からはどうなるか分からない。

出題例７

出題例８
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第２問
　地球のエネルギー収支（熱収支）に関連して，紫外線，
太陽放射，地球放射，温室効果，潜熱などについて尋ね
られた。太陽定数に絡んで唯一の計算問題も出された。
この問題に関しては，よく似た言葉の細かい使い分けに
神経質になる必要があった。うっかり読むと足元をすく
われる。
　問１は紫外線について述べた文として最も適当なもの
を１つ選ぶ問題であった（出題例９）。①は赤外線のこ
とが書かれており，明らかに間違い。②は，これが正解な
のであるが，なんと成層圏界面（stratopause＝成層止
面）が出された。ただし，この知識を尋ねてきたのでは
ない。紫外線との関係である。なぜ成層圏では高度とと
もに気温が上がるのかという重要な理由を聞いてきた。
ここでも原因と結果が重視されている。また圏界面には
３つある。対流圏界面（tropopause）と成層圏界面
（stratopause），中間圏界面（mesopause）の３つであ
る。それが一時期，対流圏界面ばかりが圏界面と呼ばれ
る風潮があった。
　③と④はどちらも間違いなのであるが，尋ね方は絶妙
と言えよう。このように太陽放射と地球放射を並べられ
ると，どちらかが正しいかのようについ思ってしまう。
②の理由をよく知らなくて迷っている受験生なら，こち
らに引っかかるだろう。
　また，例によって３項目の正誤問題にされたら，（も
う例は示さないが）ずいぶんと難しくなる。

　問２は「地球表面」と「地球」が微妙に使い分けられ
ているので注意が必要である。①，③，④は「地球表面」
であるが，②は大気圏も含めた「地球」である（出題例
10）。

　これを正しく理解した上でもやや難しかった。①は太
陽放射エネルギーの大半が地球表面で反射されるとある
ので，誤り。地表での反射は約１割である。地表と雲の
反射を合わせても約１／３と覚えておれば「大半」は誤
りと判断できる（啓林館『地学基礎 改訂版』p.122）。
②は地球全体としてであることに注意して，吸収と放射
が等しいことは熱収支のつり合いの基本概念なので，容
易に誤りと判断できる。
　③はメタンが水蒸気，二酸化炭素に並ぶ温室効果ガス
であるので，これも誤り（啓林館『地学基礎 改訂版』
p.123）。④は温室効果が全く無かった場合の地球の放射
平衡温度を尋ねているわけだが，これも教科書にそのま
ま書かれている内容である（啓林館『地学基礎 改訂版』
p.123）。また，「地学」の学習内容だが，地球の放射平
衡温度は太陽定数と地球のアルベドからシュテファン・
ボルツマンの法則で導き出すことも可能である。
　問３は今回唯一の計算問題であるが，発電所１基の出
力が地球表面の何 km2 に到達する太陽放射エネルギー
に匹敵するかを計算するものであった（出題例11）。こ
こで注意しなければならないのが「平均」の意味である。
実は第２問の前文で下線部に「平均」が２回出てくる。
「地球の表面積で平均した大気上端での平均的な太陽放
射エネルギー」と書かれている（出題例９）。前者の「平
均」は，地球が太陽放射エネルギーを太陽定数の強度で
受ける断面積πR2 を，地球の全表面積４πR2 に振り分
けるという「１／４倍する平均」である。一方，後者の
「平均」は太陽放射エネルギーの「変動の平均」である。
地球の公転軌道が楕円であるため，太陽・地球間の距離
が変化すると，太陽放射エネルギーの強度も変動するし
（±３％），太陽活動の 11 年周期に伴っても変動する
（±0.1％）。これらの変動を平均するという意味であ
る。さてこの問３でいう「平均的な」は後者の「平均」
である。決して前者と受け取って，太陽放射エネルギー
強度を１／４倍してはいけないのである。必要な地表の
面積が４倍も必要になってしまう。①～④を見てみると

出題例９

出題例10
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数値が 10 倍ごとになっている。これは出題者も「平均」
の受け取り方に２通りあると気づいていたから，正解の
４倍の誤答を避けるために，10 倍ごとの選択肢群にし
たと推測される。
　問４は潜熱に関しての出題であるが，潜熱の本質を押
さえていて，さらに温室効果やエルニーニョ現象の仕組
みを知っていれば，たやすく④を選べた問題であった
（出題例11）。

第３問
A：�宇宙の大規模構造とハッブルの法則，膨張宇宙の問
題である。誤っているものを１つ選ぶネガティブ選
択で，ネガティブ選択は今回２問だけ。これと次の
問題の１つめであった。

B：�太陽系の色々な天体の性質や，太陽と地球の様々な
点の比較である。中には中学校の理科の範囲の問題
もあった。

－A－
　問１は宇宙の大規模構造が見える銀河の分布図が出さ
れた（出題例12）。ネガティブ選択で尋ねている内容は
銀河間の後退速度や，膨張宇宙に関する基本的な知識で
ある。①は見える方向が 60°離れた同じ距離にある銀河
Aと Bの互いの後退速度を尋ねている。図の矢印のよ
うに速度ベクトルで考えると，銀河 Aの銀河 Bに対す
る相対速度は +10000 km/sであり，①は誤りである。も
ちろん宇宙原理を知っていれば，どの銀河から見ても銀
河の後退速度は距離だけで決まり，図から正三角形の三
辺はどれも 4.7 億光年で，後退速度は +10000 km/sと分
かる。

　60°離れた方向にある，銀河の相対運動というと，確
か前にもセンター試験に出ていたなという記憶があっ
た。調べてみると，何と，これまた 2007 年センター試
験「地学Ⅰ」である（過去の出題例５）。

出題例11
出題例12
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　この時は，ほぼ同じ方向に見えて後退速度が 1.5 倍と
異なる２つの銀河 A，Bの，互いの後退速度（銀河 Bか
ら銀河 Aを観測するとどう見えるか）をまず尋ね，次
に60°離れた方向に見えて後退速度が２倍違う２つの銀
河 C，Dの，互いの距離を尋ねた問題であった。今回と
類似した問題である。

－B－
　問２は海王星，月，木星，彗星について様々な性質が
述べられている（出題例13）。これも誤っているものを
選ぶ。①は海王星の性質についてであるが，木星型惑星
の性質についての出題では定番の平均密度が出された。
それも平均密度が大きいと書かれている。ネガティブ選
択であるから①を読んだ時点で，もう答えが分かってし
まった。あとは②～④が正しいかの確認だけである。②
は月が新月のとき，月から地球がどう見えるか？　これ
は私立中学の入試問題でも時々出される小学生向けの質
問と言っていい。③の木星はガス惑星なので，もちろん
表面に隕石クレーターはない。④の彗星の尾も，太陽と
反対の方向に延びていることは教科書に書いてある通り
であるから（啓林館『地学基礎 改訂版』p.162），どれ
も易しかった。せめて④はもうひとひねりしてよかった
だろう（改作例５）。

　問３は太陽と地球の関係について，正しいものを１つ
選ぶ問題である（出題例13）。

　①の太陽の自転方向と地球の公転方向の比較は今さら
の感があった。本当なら「全ての惑星の公転方向」とか
「金星の自転方向」（もちろん逆転である）とかを尋ね
たいところなのだが，これでは「太陽と地球の関係」と
くくれないのでそれは聞けなかった。同じようなことが
②でも感じられた。太陽大気（彩層）と地球大気で構成
元素の割合が同じか違うかと尋ねるのは，あまりに易し
すぎる。本当なら木星型惑星とか金星の大気を尋ねたか
ったのではないか。③の季節が生じる原因は中学校の理
科の教科書に載っている（啓林館『未来へひろがるサイ
エンス３年』p.63～66）。④は正しい記述として選ぶべ
きものであるが，これも教科書にそのままある（啓林館
『地学基礎 改訂版』p.168）。

（３）　学習対策
　昨年度，今年度と２回あった「地学基礎」の出題から
何を読み取るか？　試験問題には何かしら出題者からの
隠されたメッセージがひそんでいるはず。それは何か？
　昨年の難しい問題に対し，今年の易しさ。さらに一昨
年の「地学Ⅰ」最後の年の難しさも合わせると，これは
単なる揺り戻しと捉えるべきではない。実は出題者側も
難易度を調整中であるとの宣言ではないのか？　選択肢
の作り方しだいで，同じ内容の問題でも難易度はいくら
でも変えられることは示した。2013 年以前のセンター
試験「地学Ⅰ」や「地学ⅠB」などの過去問を解くと，
選択肢の少なさから，生徒が当てずっぽうで正解するこ
とがしばしばあった。今後はこういう意味での「地学基
礎」の易しさは期待してはいけない。ただ，どこまで難
しくするかは出題者側にとっても悩ましい問題で，毎年
の平均点を見ながら難易度の調整を手探りしている状況
ではないだろうか。では受験する側としてはどう対応す

過去の出題例５
2007 年センター試験地学Ⅰ

改作例５

出題例２

出題例13
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べきか。やはり「大リーグボール養成ギプス方式」で，
普段から徹底的に３項目８択の正誤問題で鍛え上げてお
く。選択肢を作り変えることで１つ１つの項目の理解を
正確にチェックしていく。そして「本番はこれより多少
は易しくなるはず」と信じよう。
　さらに学習範囲については，今回の「月から見た地球
の見え方」や「季節の生じる原因」などの出題でも感じ
たが，中学校や小学校の理科で習った内容は完全に身に
つけておく必要がある。そして高校での「地学基礎」は，
全ての地学的な事柄に対して「原因と結果」という因果
関係で捉えてほしい。そのためには，やはり教科書を大
切にしてほしい。昨年度も書いたが，教科書では要約さ
れた少ない文章の中に原因があり，結果がある。因果関
係のストーリーが詰め込まれている。
　話は「地学基礎」から少し離れるが，今年度の大学入
試センター試験「地学」では第４問A　問２で，現行の
グレゴリオ暦での「うるう年」の設け方が出題された。
そう聞くと，単に暦の知識を尋ねたかのように思われる
かもしれないが，１太陽年（回帰年）が 365.2422 日と
与えられていることからもそうでないと分かる。「地学」
の教科書を見ると（啓林館『地学』p.314～315），なぜ
現行のうるう年の設け方になったかの理由が，ちゃんと
計算によって示されている。このように原因と結果とし
て捉えていれば，たとえ無関係なことを無理やり結びつ
けたダミーの選択肢が出てきても，惑わされることはな
い。自信を持って解答してほしい。

野村　敏郎（のむら・としろう）
　授業は地学基礎と中学理科の地学分野を担当。
早稲田大学理工学部資源工学科大学院修士卒。
NPO 法人東亜天文学会総務担当理事。アマチュア
天文家。1989 ～ 1994 年に新小惑星を 13 個発見。
No.4106 に「Nada」と命名。ほかの趣味は養蜂，
砂金掘り，漂着コハク拾いなど多数。
ホームページ「野村先生の砂金教室」（http://
www.geocities.co.jp/Outdoors-Mountain/6557/）
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